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写真の説明
「もぐらうち」と「どんどや」
　小正月の行事として行なわれているもので、五穀豊
穣や家内安全を祈る儀式となっています。竹に巻いた
藁で家先や田畑の地面を叩いて回る光景が村内各地で
見られ、お礼として、たくさんのお菓子を受け取って
いました。
　もぐらうちが終わった後は、竹などで櫓を組み、藁
などの燃えやすいもので火をつける「どんどや」を行
なう地区もあり、餅などを焼いて食べ、無病息災を祈
願していました。
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新年のご挨拶新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで輝かしい初春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　村民の皆様には、日頃から村議会に対し温かいご理解と絶大なるご協力を賜り、厚くお礼を
申し上げます。
　さて、昨今の日本をめぐる情勢は、国内外を問わず目まぐるしく変化しております。国内で
は、度重なる地震災害や大雨など気象災害の発生への早急な復旧復興対策、ＴＰＰ発効をはじ
め、外国人労働者の受け入れや障がい者の方の雇用など諸問題があります。また国外では、北
方領土をはじめとした領土問題、米朝首脳会談後の安全保障問題など今後、国の対応が試され
るのは勿論のことではありますが、私たち一人ひとりが物事に関心を持ち生活していくことも
重要であろうと思います。
　山江村においては、今年度で地方創生総合戦略計画に基づく取り組みが最終年度なり、これ
まで進めてきた、基幹産業である農林業の振興や、特産のやまえ栗を使った特産品の開発、住
民福祉の向上、子育て支援、高齢者や障がい者福祉の充実、移住定住対策、ＩＣＴを活用した
教育の充実などを更に進めていくためにも、議会として、「持続可能なむらづくり」を実現す
るため、これまで以上に議会の果たすべき役割と責任を自覚し、住民の皆様の声を村政に反映
するなど、住んで良かったと実感できるむらづくりに全力で取り組んでまいります。
　このような課題を一つ一つ解決するためにも、議会と行政が一体となり活動していくことで
「未来輝く山江村」の実現に向け、議員一同、決意を新たに邁進してまいりたいと思います。
　どうか、本年も安心安全で豊かな暮らしやすいむらづくりの推進のためにも、相変わらぬご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。皆様にとって今年一年が幸多からんことを
祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

平成31年１月吉日　山江村議会議長　秋丸　安弘

（写真：山江村役場前）

「未来輝く山江村」の実現へ邁進する亥年へ
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（国民健康保険、簡易水道、介護保険）事業は補正第２号　（農業集落排水）事業は補正第３号

　平成３０年第６回１２月議会定例会は、５日から７日までの３日間の会期で開かれました。今回の
定例会には、熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙、山江村人権擁護委員の推薦に関する意
見１件、平成３０年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算の５件、条例の一部改正２件を提案。
また、６日には執行部に対し、６人の議員が当面する行政課題等について一般質問を行いました。
最終日は全議案慎重審議した結果、人権擁護委員の推薦意見への適任答申をはじめ、他議案を原案
どおり可決しました。

■歳　入 【単位：千円】
平成30年度　一般会計補正予算（第５号）

平成30年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

1,465,501

16,824

362,408

200,265

4,750

33,646

364,200

3,625,706

30,000

△3,549

21,357

4,560

1,925

2,077

20,600

76,970

特別交付税の増

保育料無償化事業による減

公共土木施設災害復旧事業補助金、子どものため

の教育・保育給付費の増

多子世帯子育て支援事業補助金、県議会議員選挙委託金の増

素材生産売払収入の増

建物災害共済保険料の増

公共土木施設災害復旧債、山江中学校屋外トイレ新設事業

1,495,501

13,275

383,765

204,825

6,675

35,723

384,800

3,702,676

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計

説　　　　明区　　　分 補正前額 補正額 合　計

348,273

160,158

138,755

510,174

270

0

0

△557

348,543

160,158

138,755

509,617

国 民 健 康 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 事 業

補正の内容会　計　名 補正前額 補正額 合　計

副村長に北田総務課長を選任  －第６回議会定例会ー

◆
議
会
費　
（
１
４
７
千
円
）

　

議
事
録
作
成
委
託
料
他

◆
総
務
費　
（
９
，４
７
４
千
円
）

　

一
般
管
理
費（
職
員
手
当
等
他
）　　
　

   

　

企
画
総
務
費（
一
般
職
給
他
）

　
熊
本
県
議
会
議
員
選
挙
費（
工
事
請
負
費
他
）

◆
民
生
費　
（
３
５
，９
９
８
千
円
）

　

児
童
措
置
費（
施
設
型
給
付
費
他
）

◆
衛
生
費　
（
１
，３
３
７
千
円
）

　

環
境
整
備
費（
印
刷
製
本
費
他
）

　

健
康
推
進
事
業
費（
健
康
ポ
イ
ン
ト
費
他
）

◆
農
林
水
産
業
費（
２
，３
２
９
千
円
）

　

農
業
振
興
費（
修
繕
料
他
）

　

林
業
総
務
費（
一
般
職
給
他
）

◆
商
工
費　
（
２
４
０
千
円
）

　

商
工
費（
一
般
職
給
他
）

◆
土
木
費　
（
１
，８
２
４
千
円
）

　

土
木
総
務
費（
施
設
修
繕
費
他
）

　

土
木
機
械
管
理
費（
修
繕
料
他
）

◆
教
育
費　
（
１
１
，４
５
２
千
円
）

　

事
務
局
費（
修
繕
料
他
）

　
学
校
管
理
費（
山
江
中
ト
イ
レ
新
設
工
事
他
）

◆
災
害
復
旧
費　
（
２
３
，２
５
０
千
円
）

　
道
路
河
川
災
害
復
旧
費（
工
事
請
負
費
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

３
８
千
円

４
，
５
５
９
千
円

２
，
７
５
０
千
円

１
，
２
７
２
千
円

３
３
，
９
３
７
千
円

３
６
１
千
円

６
１
９
千
円

１
，
４
１
８
千
円

１
９
３
千
円

１
３
０
千
円

１
，
３
６
４
千
円

４
４
０
千
円

１
，
２
９
２
千
円

９
，
６
２
０
千
円

２
３
，
２
５
０
千
円

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計
（
７
６
，
９
７
０
千
円
）

システム改修委託料の増他

一般職給、中央地区簡易水道施設の光熱水費の増他、予備費減

一般職給、各排水施設の光熱水費の増他、予備費の減

事務費繰入金、システム改修費補助金の減他
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　山江村議会傍聴規則の一部を改正す
る規則の制定

　町村議会傍聴規則の一部改正により、傍聴
に関し必要な事項を改正するもの。「傍聴席
の手続き」を「傍聴の手続き」、「傍聴人受
付簿」を「傍聴人受付票」に改正。

　山江村総合振興計画審議会設置条例
の一部を改正する条例

　山江村総合振興計画審議会の庶務取り扱い
を「総務課」から「企画調整課」へ移すもの。

　山江村人権擁護委員の推薦に関する
意見

　「適任である」と答申。
　住所：山江村大字山田甲１５０９－１
　氏名：犬童　美津子　さん

　山江村副村長の選任に関する同意

　「原案」に同意
　住所：山江村大字山田丁２４２１
　氏名：北田　愛介　氏

　専決処分の承認

　平成３０年度山江村一般会計補正予算（第
４号）
　台風２４号の最接近により、村有施設に被
害が生じたため、緊急的に施設の修繕を行う
必要があり、補正予算を専決処分したもの。
　企画振興費、屋形多目的集会施設維持管理
費、丸岡公園整備の修繕費及び道路河川災害
復旧費の委託料の増、予備費の減。

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

人事案件・意見書提出など

（副村長とは）
副村長は、村長を補佐し、村長の命を受
け政策及び企画をつかさどり、その補助
機関たる職員の担当する事務を監督する
もので、具体的には、村長に代わって業
務の詳細についての検討や政策の企画立
案を行ったりするほか、村長が長期不在
の場合は、その職務を代理することもあ
り、人格が高潔で、行政事務に関し識見
を有するもののうちから、村長が議会の
同意を得て、選任することになっていま
す。

　熊本県後期高齢者医療広域連合議会
議員の選挙

　「当選人」
　住所：山江村大字山田乙５０３
　氏名：内山　慶治　氏

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一
部変更により、広域連合議員が４５人に
なったことに伴い、広域連合議員を構成
市町村から１人を選挙することとなり、
氏名推薦により、当選人を決定しました。

（人権擁護委員とは）
人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づ
いて、人権相談を受けたり人権の考えを
広める活動をしている民間ボランティア
です。人権擁護委員制度は、様々な分野
の人たちが人権思想を広め、地域の中で
人権が侵害されないように配慮して人権
を擁護していくことが望ましいという考
えから設けられたもので、諸外国に例を
見ない制度として発足しました。人権擁
護委員は無報酬ですが、現在、約１４，
０００人が法務大臣から委嘱され、全国
の市区町村で積極的な人権擁護活動を行
っています。
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村政を問う！ 6人が登壇！！村政を問う！ 6人が登壇！！
（一般質問）

○施政方針について

○公共施設に係る樹木の整備について
○本村の熱中症対策について
○職員（臨時・非常勤も含む）について

○村民体育祭の見直しについて
○財政の健全化について
○障がい者雇用の水増し問題について
○「教育の村日本一」をめざす山江村の教育について

○安心安全な村づくりについて
○債権管理条例について

○創立１３０年記念事業について
○消費税率改定について

○高齢者福祉について
○農業機械利用組合の現状と今後について

１

2

3

4

5

6

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

立道　　　徹

松 本 　 佳 久

赤 坂 　 　 修

横 谷 　 　 巡

中 竹 耕 一 郎

谷 口 予 志 之

5～6ページ

6ページ

6～7ページ

7～8ページ

8～9ページ

9ページ

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

立道　　徹 議員

一般質問

　
　
　

小
中
学
校
周
囲
の
樹
木
整
備
・
村

営
住
宅
内
周
囲
の
樹
木
整
備
に
つ
い
て
。

　
　
　

各
小
学
校
と
も
把
握
は
し
て
お

り
、
低
木
の
剪
定
は
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
高
木
に
対
し
て
は
、
財
政
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
予
算
を
計
上
し
実
施
し
て
い

き
た
い
。
村
営
住
宅
内
周
囲
の
樹
木
整
備

に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　

計
画
的
に
樹
木
の
芯
止
め
・
枝
落

し
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

樹
木
の
芯
止
め
や
枝
落
と
し
な
ど

は
、
各
戸
の
目
隠
し
用
の
垣
根
が
あ
る
の

で
、
住
居
者
の
方
が
さ
れ
て
い
る
。
道
路

や
共
有
の
樹
木
は
、
依
頼
が
あ
れ
ば
枝
落

し
等
を
行
っ
て
い
る
。
屋
根
や
軒
な
ど
に

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の

で
、
状
況
確
認
を
行
い
、
住
居
者
へ
の
維

持
管
理
の
指
導
や
村
と
し
て
も
伐
採
等
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

台
風
災
害
に
対
し
て
の
環
境
整
備

の
予
算
の
計
上
は
。

　
　
　

台
風
に
よ
る
倒
木
な
ど
の
事
故
が

懸
念
さ
れ
る
大
木
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
予
算
を
計
上
し
、
速
や
か
に
剪
定

を
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

本
村
の
熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
の

現
状
及
び
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

本
村
で
は
、
６
件
あ
っ
た
。
対
策

と
し
て
、
７
月
か
ら
9
月
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
・
広
報
紙
に
よ
っ
て
注
意
を
呼
び
か
け
、

戸
別
訪
問
時
に
も
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な

ど
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
各
地
区
で
行
う
公

民
館
・
介
護
予
防
事
業
、
い
き
い
き
健
康
相

談
時
に
お
い
て
も
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

小
中
学
校
、
保
育
園
で
の
熱
中
症
対

策
は
。

　
　
　

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
で
、
快
適
な
環
境
で
授
業
を
受

け
て
い
る
。
校
外
学
習
で
は
、
気
温
・
子

ど
も
た
ち
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

水
筒
を
持
参
さ
せ
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

熱
中
症
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

保
育
園
で
は
事
例
は
な
い
。
中
学

公
共
施
設
に
係
る
樹
木
の

整
備
に
つ
い
て

本
村
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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村政を問う！ 6人が登壇！！

赤坂　　修 議員

松本　佳久 議員

校
で
は
１
件
あ
り
、
水
泳
の
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
の
時
に
記
録
係
の
女
子
生
徒
が
体
調
不

良
を
訴
え
、
応
急
処
置
を
し
、
救
急
搬
送

し
た
が
点
滴
を
受
け
た
後
に
帰
宅
し
大
事

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　

職
員
の
綱
紀
粛
正
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
服
務
規
律
の
確
保
・
法
令
順
守
の

徹
底
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

地
方
公
務
員
法
及
び
山
江
村
職
員

服
務
規
程
に
よ
り
定
め
て
い
る
。
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
も
山
江
村
臨
時
職

員
任
用
等
の
取
扱
い
要
綱
に
よ
っ
て
規
定

し
て
い
る
。
法
令
順
守
の
徹
底
に
つ
い
て

は
、
毎
週
金
曜
日
に
課
長
会
を
実
施
し
、

緊
急
の
場
合
は
、
朝
礼
に
よ
り
指
導
し
て

い
る
。

　
　
　

研
修
等
に
よ
る
意
識
の
醸
成
は
図

っ
て
い
る
か
。

　
　
　

入
庁
時
は
、
自
衛
隊
で
の
体
内
研

修
、
10
月
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
受

け
、
５
年
・
10
年
目
の
節
目
に
研
修
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
分
野
の
研
修
、

I
T
の
研
修
等
に
参
加
さ
せ
、
規
律
・
能

力
の
開
発
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
法
改
正
に
な

る
が
、
ど
の
よ
う
な
改
正
に
な
る
の
か

０
人
委
員
会
・
山
江
村
未
来
塾
は
、
村
民

が
自
主
的
に
考
え
実
践
し
成
果
を
求
め
る

活
動
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
。

地
域
づ
く
り
研
究
所
は
、
役
場
と
民
間
と

が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
場
所
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
法
人
化

も
考
え
て
い
る
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
は
広
く
開
放

し
て
お
り
、
小
中
高
生
、
村
民
が
学
習
や

会
議
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
ほ
し
い
。
東
京
大
学
と
の
共
同
研

究
は
、
「
地
方
創
生
情
報
化
戦
略
」
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
栗
ブ
ラ
ン
ド
化
・
生
産
者
支
援
事
業
」

等
、
多
方
面
で
活
か
さ
れ
て
い
る
。
合
戦

峰
物
産
館
の
二
階
展
望
所
は
、
山
江
村
の

玄
関
口
で
も
あ
り
、
ま
た
、
地
域
か
ら
の

建
設
要
望
書
も
届
い
て
お
り
、
財
政
等
を

検
討
し
、
建
設
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

地
番
の
前
の
甲
乙
丙
丁
戊
の
変
更

は
、
村
民
の
大
半
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。
長
寿
お
祝
い
金
制
度
は
、
現
在

の
制
度
を
存
続
さ
せ
る
。
村
内
で
の
調
剤

薬
局
は
、
村
民
の
健
康
管
理
に
役
立
つ

が
、
現
状
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

臨
時
的
任
用
職
員
制
度
は
、
平
成

32
年
４
月
よ
り
会
計
年
度
職
員
と
臨
時
的

任
用
職
員
制
度
へ
変
更
さ
れ
る
が
、
山
江

村
で
も
そ
の
通
り
に
実
施
す
る
。

　
　
　

学
校
給
食
の
地
産
地
消
化
は
、
当

　
　
　

明
治
22
年
の
山
江
村
誕
生
か
ら
１

３
０
年
目
を
迎
え
る
が
、
村
長
は
ど
の
よ

う
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

温
故
知
新
を
基
本
に
永
年
積
み
重

ね
ら
れ
た
山
江
村
の
良
さ
を
振
り
返
り
、

ま
た
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
一
年
に
し
た

い
。
今
後
も
山
江
村
の
生
き
残
り
を
か

け
、
①
産
業
基
盤
、
②
生
活
基
盤
、
③
地

域
社
会
基
盤
の
整
備
構
築
に
取
り
組
み
、

山
江
村
の
良
さ
や
誇
り
を
次
の
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
施
策
を
展
開
す
る
。
１
０

初
13
％
が
現
在
30
％
に
上
昇
し
て
お
り
、

農
家
と
の
意
見
交
換
会
や
給
食
試
食
会
等

を
通
じ
、
農
林
家
の
所
得
の
向
上
に
繋
げ

る
。
山
江
村
産
品
へ
の
Q
R
コ
ー
ド
や
認

証
マ
ー
ク
は
積
極
的
に
推
進
す
る
。
林
道

の
整
備
は
、
万
江
水
無
と
球
磨
村
大
槻
を

結
ぶ
延
長
10
㎞
の
基
幹
林
道
を
林
野
庁
に

要
望
中
で
あ
る
。
県
道
の
改
良
貫
通
要

望
、
市
町
村
を
結
ぶ
道
路
整
備
の
協
議
、

既
存
の
村
道
改
良
を
進
め
て
い
る
。
下
の

段
橋
の
欄
干
へ
の
擬
宝
珠
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

中
学
生
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
派
遣

は
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
繋
が
り
、
英

検
受
験
希
望
者
も
多
く
な
っ
て
、
既
に
２

人
は
高
校
中
級
の
準
２
級
に
合
格
し
た
。

財
政
状
況
が
許
せ
ば
、
ぜ
ひ
派
遣
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　

任
用
、
服
務
規
定
等
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
職
員
の
任
用
要
件
の
厳
格

化
を
行
う
も
の
で
、
会
計
年
度
職
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昇
給
や
期
末
手
当
の
支
給

が
可
能
に
な
る
。

一般質問

安
心
安
全
な

村
作
り
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

職
員（
臨
時・非
常
勤
も
含
む
）

に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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横谷　　巡 議員

通学路に面した老朽化した民家

一般質問

　
　
　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に
つ

い
て
、
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

国
県
の
補
助
金
、
交
付
金
を
活
用

し
て
本
年
度
補
助
金
要
領
等
を
作
成
し
、

平
成
31
年
度
か
ら
支
援
制
度
を
実
施
す

る
。

　
　
　

平
成
26
年
度
空
き
家
調
査
で
、
倒

壊
等
の
恐
れ
が
あ
る
物
件
が
32
件
確
認
さ

れ
て
い
る
。
４
年
が
経
過
し
、
荒
廃
も
進

ん
で
い
る
と
考
え
る
が
、
調
査
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

32
軒
の
調
査
を
行
い
、
台
帳
を
作

成
し
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　

住
民
か
ら
空
き
家
に
関
す
る
苦
情

等
の
状
況
は
。

　
　
　

３
件
あ
っ
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

山
江
村
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
に
沿
っ
て
、
指
導
、
助
言
、

　
　
　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
に
つ

い
て
、
広
報
や
ま
え
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
広
報
さ
れ
て
い
る
が
反
響
は
あ
っ
た
の

か
。

　
　
　

問
い
合
わ
せ
相
談
等
は
あ
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
は
、
安

心
安
全
な
村
づ
く
り
を
考
え
た
場
合
、
重

要
と
考
え
る
が
安
全
点
検
の
推
進
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　

広
報
等
に
よ
り
周
知
を
図
り
、
注

意
喚
起
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

地
域
版
防
災
マ
ッ
プ
の
再
確
認
と

し
て
、
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
等
の
第

三
者
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
は
考
え

て
い
な
い
か
。

　
　
　

４
区
に
お
い
て
は
実
施
し
て
い
る

の
で
ほ
か
の
区
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

通
学
路
に
面
し
た
管
理
不
全
な
空

き
家
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

本
年
度
実
施
し
て
い
る
。
万
江
地

区
に
は
該
当
物
件
は
な
か
っ
た
が
、
山
田

地
区
に
は
、
納
屋
倉
庫
に
関
し
て
１
件
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
４
件
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
あ
っ
た
。

　
　
　

対
策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

危
険
な
納
屋
の
あ
る
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
12
月
か
ら
通
学
路
を
変
更
し
て

い
る
。

勧
告
、
そ
れ
か
ら
強
制
代
執
行
等
を
行

い
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
く
。

　
　
　

山
江
村
債
権
管
理
条
例
第
15
条

「
村
長
は
債
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
へ
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
規
則
で
は
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る

の
か
。

　
　
　

規
則
で
は
定
め
て
い
な
い
。

　
　
　

徴
収
す
べ
き
債
権
は
全
課
に
関
係

し
て
い
る
。
自
主
財
源
の
確
保
、
負
担
平

等
の
原
則
か
ら
も
債
権
の
放
棄
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
条
例
規
則
等
の
整
備
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

担
当
部
署
が
ス
ム
ー
ズ
な
事
務
処

理
を
行
え
る
よ
う
規
則
の
改
正
を
早
急
に

行
い
、
指
導
及
び
研
修
等
を
し
て
い
く
。

　
　
　

時
の
変
遷
と
と
も
に
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
各
地
区
の
現
状
は
様
変
わ
り

し
、
村
民
体
育
祭
の
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

見
直
し
に
つ
い
て
は
多
く
の
村
民
の
声
で

あ
り
、
現
在
開
催
の
検
証
、
今
後
の
あ
り

方
な
ど
見
直
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　

村
民
体
育
祭
の
検
証
と
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
近
年
は
選
手
の
確
保
が
難
し

い
と
か
、
仕
事
の
休
み
が
取
れ
な
い
、
隔

年
開
催
の
検
討
は
、
２
年
か
４
年
に
一
度

の
開
催
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
各
地
区

の
役
員
合
同
会
議
に
て
、
平
成
30
年
度
は

当
初
計
画
ど
お
り
開
催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
も
と
に
、
平
成
31
年
２
月
開

催
の
分
館
長
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
体

育
部
長
合
同
会
議
の
中
で
協
議
し
、
新
た

な
開
催
の
あ
り
方
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

決
算
や
近
年
の
財
政
状
況
の
動
向

を
受
け
、
新
年
度
予
算
編
成
で
特
に
留
意

こんなことが決まりました

債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

村
民
の
声
か
ら
・
・
・

「
村
民
体
育
祭
」の
見
直
し
を

財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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問
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問
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中竹耕一郎 議員

ＩＣＴ（電子黒板）を活用した授業の１コマ

一般質問

　
　
　

村
政
施
行
１
３
０
周
年
事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
事
務
ス
タ
ッ
フ
、
実
行
委
員

会
等
の
体
制
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
す

る
か
。

　
　
　

来
年
は
地
方
創
生
事
業
の
切
り
替

え
、
山
江
村
６
次
計
画
の
始
ま
り
で
あ
り

重
要
な
年
に
な
る
。
本
年
中
に
検
討
委
員

会
を
開
催
し
共
通
認
識
を
図
る
。
事
務
局

は
総
括
的
に
企
画
調
整
課
で
行
い
、
個
別

事
業
に
つ
い
て
は
各
課
局
で
行
う
。
村
の

歴
史
を
振
り
返
り
先
人
に
感
謝
し
、
次
の

新
し
い
山
江
村
を
目
指
す
コ
ン
セ
プ
ト
で

望
む
。

　
　
　

外
部
組
織
の
業
務
委
託
な
ど
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

計
画
は
な
い
。
広
く
村
民
の
意
見

を
受
け
な
が
ら
実
施
す
る
。

　
　
　

記
念
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ト

し
て
い
る
点
は
な
に
か
。

　
　
　

税
収
や
使
用
料
収
入
、
交
付
税
な

ど
の
確
保
に
努
め
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
基
本
的
に
補
助
金
と
か
交
付

金
、
ま
た
有
利
な
起
債
な
ど
、
財
源
確
保

が
で
き
る
事
業
を
優
先
し
、
経
常
的
な
経

費
は
地
方
交
付
税
の
減
額
分
は
補
う
だ
け

の
歳
出
削
減
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　
　
　

官
公
庁
の
障
が
い
者
雇
用
の
水
増

し
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
な
か
な
か

仕
事
に
就
く
こ
と
が
難
し
い
現
状
に
あ

り
、
障
が
い
者
雇
用
促
進
法
は
、
働
く
人

の
一
定
割
合
を
雇
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
た
法
律
で
あ
る
。
国
や
地
方
自
治
体
は

率
先
垂
範
す
べ
き
立
場
に
あ
り
、
今
回
の

水
増
し
問
題
に
つ
い
て
、
本
村
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

今
回
の
障
が
い
者
雇
用
の
水
増
し

問
題
が
、
虚
偽
の
報
告
で
あ
っ
た
こ
と
に

非
常
に
驚
い
て
い
る
。
本
村
の
雇
用
は
充

足
数
に
達
し
て
い
る
。
今
後
と
も
健
常

者
、
障
が
い
者
が
と
も
に
共
生
で
き
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
へ
の
意
識
を
強

く
持
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
基
本
的
学

習
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
と
に
よ
っ
て
、

学
習
成
果
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
更
な
る
一
歩

先
の
新
た
な
教
育
を
拓
く
「
教
育
の
村
日

本
一
」
を
め
ざ
す
本
村
に
お
い
て
、
「
山

江
っ
子
」
に
求
め
ら
れ
る
必
要
な
力
は
何

か
。

　
　
　

基
礎
的
、
基
本
的
な
技
能
の
習

得
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の
育

成
、
さ
ら
に
は
確
か
な
学
力
の
向
上
、
豊

か
な
心
や
健
や
か
な
身
体
の
育
成
な
ど
を

目
標
に
掲
げ
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い

る
。
必
要
な
力
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
が

自
分
の
夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

命
を
大
切
に
す
る
心
を
持
ち
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

語
学
教
育
の
国
語
教
育
と
英
語
教

育
で
あ
る
が
、
い
ま
日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
読
解
力
、
読
み
解
く
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
文
章
や
資
料
を
読
み
解
く

力
が
な
い
と
、
深
く
考
え
自
分
の
考
え
を

表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ
れ
る
。

各
学
校
の
読
書
の
取
り
組
み
の
現
状
は
ど

う
か
。
英
語
教
育
を
話
す
・
使
え
る
英
語

に
す
る
た
め
に
、
新
た
な
企
画
、
独
自
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
中
の

指
導
、
朝
の
自
習
時
間
で
の
読
書
活
動
、

家
庭
で
の
読
書
、
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
や
保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
感
性
を
育
ん
で
い
る
。

英
語
教
育
の
取
り
組
み
は
、
英
語
教
育
の

充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

る
実
践
、
中
学
校
で
の
英
語
劇
、
英
語
暗

唱
大
会
、
小
学
校
学
習
発
表
会
で
の
英
語

劇
な
ど
の
発
展
的
企
画
、
ま
た
、
大
学
の

留
学
生
や
外
国
人
と
の
会
話
に
よ
り
、
生

き
た
英
語
、
あ
る
い
は
使
え
る
英
語
が
身

に
つ
く
場
の
実
践
に
よ
り
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
た
子
供
た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

村
政
施
行
１
３
０
周
年
事
業
、

消
費
税
率
改
正
に
つ
い
て

「
障
が
い
者
雇
用
」
の

水
増
し
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
は

「
教
育
の
村
日
本
一
」

を
め
ざ
す
山
江
村
の

教
育
の
あ
り
方
は

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁主

な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の



山江村議会だより 平成31年１月31日発行⑨

新年のご挨拶

谷口予志之 議員

一般質問

　
　
　

在
宅
老
人
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

事
業
の
目
的
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
緊
急
通

報
装
置
の
設
置
状
況
は
。

　
　
　

目
的
は
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
緊
急
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を

図
り
、
そ
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
。
利

用
対
象
者
は
、
①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
老
人
、
②
そ
の
他
村
長
が

必
要
と
認
め
た
も
の
。
設
置
後
の
事
業
の

内
容
は
、
委
託
業
者
か
ら
定
期
的
な
安
否

確
認
の
連
絡
が
あ
り
、
健
康
状
態
や
近
況

な
ど
の
確
認
。
設
置
状
況
は
、
24
件
と
な

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
冊
子
の
発
行
予

定
、
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
ど
う
す
る

か
。

　
　
　

式
典
は
計
画
す
る
。
１
０
０
周
年

当
時
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
も
あ
る
。

次
回
委
員
会
で
検
討
す
る
。
ア
ピ
ー
ル
は

広
報
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
積
極
的
に
行

う
。

　
　
　

村
民
憲
章
、
山
江
音
頭
な
ど
ス
タ

イ
ル
を
見
直
す
必
要
は
。

　
　
　

当
面
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

来
年
は
消
費
税
率
が
改
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
村
財
政
へ
の
影
響
、
次

年
度
予
算
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
い
る

か
。

　
　
　

歳
入
面
で
も
影
響
が
あ
る
。
歳
出

も
シ
ス
テ
ム
改
修
、
使
用
料
課
税
等
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
。
税
の
中
身
が
明
確
に
な

れ
ば
そ
の
時
点
で
措
置
す
る
意
向
で
あ

る
。

　
　
　

改
定
期
日
前
後
の
工
事
、
業
務
委

託
契
約
に
支
障
は
な
い
か
。

　
　
　

契
約
種
別
を
事
前
に
把
握
し
て
準

備
す
る
。

　
　
　

水
道
会
計
、
集
落
排
水
会
計
へ
の

影
響
は
な
い
か
。

　
　
　

運
営
協
議
会
で
検
討
し
た
結
果
、

値
上
げ
し
な
い
意
向
で
あ
る
。

　
　
　

改
正
に
伴
う
ソ
フ
ト
対
応
、
レ
ジ

機
械
の
導
入
な
ど
支
援
措
置
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

事
業
者
の
直
接
申
請
に
て
補
助
制

度
が
あ
る
。

　
　
　

事
前
に
正
確
な
情
報
の
収
集
に
努

め
素
早
い
対
応
を
望
む
。

っ
て
い
る
。

　
　
　

若
い
方
と
同
居
さ
れ
て
い
て
も
、

昼
間
は
高
齢
者
の
み
に
な
っ
て
い
る
世
帯

も
多
い
。
不
測
の
事
態
に
備
え
る
体
制
強

化
の
た
め
、
年
齢
要
件
や
高
齢
者
世
帯
等

へ
の
制
度
を
緩
和
す
る
考
え
は
無
い
か
。

　
　
　

世
帯
の
状
況
等
を
確
認
し
た
う
え

で
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

買
い
物
支
援
策
に
つ
い
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
か
し
た
買
い
物
弱
者
支
援
の

考
え
は
。

　
　
　

過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
で
も
貨
客
混
載
が
可
能
と
な
っ

た
。
ま
る
お
か
号
の
受
託
事
業
者
が
、
貨

物
の
運
送
許
可
を
取
得
し
国
へ
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
具
体
的
な
買
い

物
支
援
の
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
こ
と
と

な
る
が
、
村
内
の
商
店
が
家
庭
ま
で
配
達

を
行
う
支
援
事
業
を
既
に
行
っ
て
お
り
、

調
整
を
行
う
必
要
も
あ
る
。

　
　
　

機
械
利
用
組
合
の
当
初
導
入
し
た

機
械
の
種
類
と
現
在
所
有
し
て
い
る
機
械

の
種
類
と
台
数
及
び
組
合
構
成
員
に
つ
い

て
。

　
　
　

当
初
は
、
畦
塗
り
機
、
６
条
植
え

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
３
条
刈
を
国
、

県
、
及
び
村
の
助
成
金
で
購
入
し
、
現
在

保
有
し
て
い
る
機
械
は
、
５
条
植
え
と
６

条
植
え
田
植
機
が
各
１
台
、
４
条
刈
コ
ン

バ
イ
ン
が
３
台
、
畦
塗
り
機
１
台
、
ト
ラ

ク
タ
ー
１
台
で
、
組
合
構
成
員
は
、
20
名

で
あ
る
。

　
　
　

現
在
の
組
合
受
託
の
実
績
は
？

　
　
　

受
託
の
実
績
は
、
畦
塗
り
が
38
件

で
約
６
，
５
０
０
ｍ
、
田
植
え
が
38
件
で

約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
稲
刈
り
が
１
２
４
件

で
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

　
　
　

機
械
利
用
組
合
を
利
用
し
た
作
業

賃
金
と
個
人
受
委
託
者
の
作
業
賃
金
に
違

い
は
、
又
、
機
械
の
更
新
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
　

作
業
賃
金
は
、
組
合
と
個
人
受
託

者
に
は
大
幅
な
違
い
は
無
い
。
農
作
業
受

託
に
よ
り
得
た
収
益
に
よ
り
、
更
新
の
た

め
の
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

他
の
自
治
体
の
中
に
小
規
模
農
業

者
や
兼
業
農
家
の
救
済
措
置
と
し
て
、
自

治
体
独
自
、
単
独
で
、
農
業
機
械
等
の
導

入
に
対
し
助
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
制
度
を
村
単
独
で
行
う
考
え
は
無
い

か
。

　
　
　

自
ら
個
人
で
経
営
さ
れ
て
い
る
方

に
助
成
は
無
い
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

小
規
模
農
家
や
兼
業
農
家
の
救
済

措
置
も
検
討
さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

農
業
支
援
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

提
言

提
言



　１１月１３日から１５日の３日間、平成３１年度主軸事業要望活動及び行政視察研修を実施しま
した。１３日は、平成３１年度の山江村の主軸事業についての要望活動を、地元・県選出の国会議
員に行いました。１４・１５日は、行政視察研修として、山梨県（道志村）・静岡県（東伊豆町）
を訪問し、農産物の振興策や子育て支援・移住定住対策について見識を深めてきました。
　１２月２０日、年末恒例の門松づくりを行いました。今回も各議員が持ち寄った材料で作業を行
い、役場入口前に今年も見事な門松が完成しました。

　１月４日、平成３１年山江村成人式が役場大会議室で挙行され、
凛々しいスーツ姿や艶やかな振袖姿の新成人３５名が希望を胸に大人
の仲間入りをしました。
　１月６日、新春の初頭を飾る、山江村消防出初式が中央グラウンド
で行われた。１５０人の団員による勇壮な分列行進、通常点検をはじ
め、役場前での放水競技に、集まった多くの観客が魅了され、大きな
声援がおくられていました。

恒例の門松づくり（役場入口前） 移住定住施策に関する説明を受ける（於：東伊豆町）

だんだんなぁ
　

新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
は
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
地
区
の
氏
神
様
（
万
江
阿
蘇
神

社
）
で
は
、
昨
年
か
ら
鳥
居
の
建
替

え
や
社
殿
の
部
分
改
修
中
で
す
が
、

悠
久
の
歴
史
の
な
か
で
少
し
で
も

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
に

有
難
く
思
い
ま
す
。さ
て
、
昨
年
を

表
す
る
漢
字
は
、「
災
」で
し
た
よ
う

に
、北
陸
の
豪
雪
、大
阪
北
部
地
震
、

西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
地
震
な
ど
全

国
各
地
が
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

救
助
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
地

元
消
防
団
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
ぶ

り
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
よ

う
な
な
か
、
山
江
村
消
防
出
初
式
に

お
い
て
、
団
員
皆
さ
ん
の
訓
練
を
重

ね
た
規
律
と
そ
の
勇
壮
な
突
進
力

に
、
消
防
団
は
地
域
防
災
の
核
と
し

て
今
年
は
特
に
心
強
く
感
じ
た
も

の
で
し
た
。し
か
し
、
近
年
の
高
齢

化
等
に
よ
り
、
定
員
の
減
少
傾
向
は

団
員
の
活
動
負
担
も
大
き
く
な
り
、

地
域
の
防
災
力
に
影
響
す
る
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
か
ら
元
号
が
改
め

ら
れ
る
新
時
代
の
年
、
ま
た
、
統
一

地
方
選
挙
や
消
費
税
ア
ッ
プ
、
そ
し

て
山
江
村
は
村
政
施
行
１
３
０
周

年
な
ど
何
か
と
話
題
の
多
い
節
目

の
年
に
な
る
よ
う
で
す
。本
年
の
干

支「
己
亥
」は
、
無
病
息
災
の
意
味
も

あ
る
よ
う
で
す
か
ら
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

（
文
責　

西　

孝
恒
）

地域の生命財産を災害から守る！
消防出初式

大人としての第一歩！色艶やかな成人式

華やか！、勇壮！新春を飾る華やか！、勇壮！新春を飾る華やか！、勇壮！新春を飾る

【議会広報編集委員】    委員長／立道　  徹　　副委員長／森田　俊介　　委　員／西　  孝恒・赤坂　  修

もぐらうち（第４区）

どんどや（第 15区）

72

山江村議会だより平成31年１月31日発行 ⑩

おくられてがおくられ声援がお
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